




















































































































































































































































子音種 有声・無声 音環境 /ai/ /aＮ/ /ei/ /eＮ/
破裂音
無声音
/k/ かいさん解散 かんけい関係 けいけん経験 けんかい見解
/t/ たいけい体系 たんさん炭酸 ていけい定型 てんけい典型
有声音
/g/ がいけん外見 がんめん顔面 げいかい芸界 げんめい厳命
/d/ だいげん代言 だんねん断念 でいたん泥炭 でんせん伝染
/b/ ばいかい媒介 ばんねん晩年 べいはん米飯 べんかい弁解
摩擦音 無声音
/h/ はいけい背景 はんせい反省 へいめん平面 へんたい変態
/s/ さいさん再三 さんばい三杯 せいさん生産 せんせい先制
破擦音 有声音 /dz/ ざいさん財産 ざんてい暫定 ぜいかん税関 ぜんたい全体
鼻音 有声音
/m/ まいかい毎回 まんかい満開 めいれい命令 めんかい面会
/n/ ないせい内省 なんだい難題 ねいかん佞奸 ねんかん年間



















母音 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差
知覚
/a/ 29 3.2759 1.84964 .34347
/e/ 29 2.0690 1.96271 .36447
産出
/a/ 116 2.0086 2.15687 .20026
/e/ 116 6.9310 6.13007 .56916
表５．２　語頭子音に後続する/ai/・/ei/・/aＮ/・/eＮ/の差異（分散分析の結果）
平方和 df 平均平方 F 有意確率
知覚
グループ間 35.705 3 11.902 1.089 .365
グループ内 437.273 40 10.932
合計 472.977 43
産出
グループ間 9626.250 3 3208.750 60.584 .000





















調査対象者 出身地 知覚 産出 調査対象者 出身地 知覚 産出
1 遼寧 12 72 17 遼寧 5 13
2 遼寧 10 68 19 遼寧 5 8
3 遼寧 8 58 20 遼寧 4 7
4 遼寧 8 56 21 遼寧 0 3
6 遼寧 8 54 22 遼寧 0 1
7 遼寧 7 45 23 遼寧 0 0
8 遼寧 7 44 25 河北 12 86
9 遼寧 7 43 27 河北 4 69
10 遼寧 6 43 28 河北 3 54
11 遼寧 6 40 29 河北 3 17
12 遼寧 6 36 30 河北 2 7
13 遼寧 6 23 31 天津 5 83
14 遼寧 6 16 32 天津 3 37
15 遼寧 5 14 33 天津 2 27




子音 調音位置 調音方法 有声無声 知覚混同 混同率％ 産出混同 混同率％
/dz/ 歯茎音 破擦音 有声 28 24.14 138 29.74
/s/ 歯茎音 摩擦音 無声 19 16.38 122 26.29
/k/ 軟口蓋音 破裂音 無声 19 16.38 104 22.41
/n/ 歯茎音 鼻音 有声 16 13.79 82 17.67
/d/ 歯茎音 破裂音 有声 14 12.07 94 20.25
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 14 12.07 91 19.61
/t/ 歯茎音 破裂音 無声 13 11.21 78 16.81
/g/ 軟口蓋音 破裂音 有声 13 11.21 93 20.04
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 14 12.07 91 19.61
/b/ 両唇音 破裂音 有声 10 8.62 83 17.89
/h/ 声門音 摩擦音 無声 5 4.31 73 15.73
/m/ 両唇音 鼻音 有声 4 3.45 79 17.02
総数 155 12.15 1037 20.32




















































































/k/ /t/ /g/ /d/ /b/ /h/ /s/ /dz/ /m/ /n/ /r/??? 20.26 17.67 21.55 20.69 19.83 16.81 27.16 34.05 17.24 19.4 16.38??? 24.57 15.95 18.53 19.83 15.95 14.66 25.43 25.43 16.81 15.95 22.840510152025303540???
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内が最も狭いからと考えられる。また、歯茎有声鼻音/n/の場合、産出より知覚のほうが学習者
が/a/と/e/の混同が生じやすいことが確認された。
　そのほか、子音別による漢字音と平仮名の混同率に差が見られ、有意な差が見られなかった。
学習者が必ずしも中国語の音韻情報が活性化するというわけではないと考えられる。日本語教育
の現場では、教師側は日本語の母音/a/と/e/の混同の方向性を把握し、学習者の意識化を促すこ
とが重要であると考えられる。
【注】
（１）漢字音が含まれる問題文では読み方も示しているため、学習者は五十音図習得済みで漢字
の読み方を学習しなくても読める。例：「これは会
かい
館
かん
と読
よ
みます。」平仮名のみの問題文を
全て平仮名で示している。例：「これはかいかんとよみます。」
（２）周（2016）では母語話者の判断基準によって、明らかに発音が逆の場合は「不正解」とし、
あいまい音と判断された場合は「どちらかと言えば不正解」と「どちらかと言えば正解」
とに分け、正しい発音は「正解」とし、四つの項目に結果を分けた。「どちらかと言えば正
解」の場合は状況によって間違った発音とされる可能性が考えられるので、それを含めた「不
正解」と「どちらかと言えば不正解」の三項目を合わせて混同数をまとめた。
（３）今回の調査語彙は日本語の母音/a/・/e/と混同しやい/i/・/Ｎ/の組み合わせであるため、「在
学」のような前の二拍は/i/を含めているが、後ろの二拍は/i/・/Ｎ/を含んでいない場合を
除外した。
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【付記】
　本稿は「東京音声研究会」（明治大学中野キャンパス、2019年５月11日）において「中国華北
東北方言における日本語の母音/a/と/e/の混同について」という題目で口頭発表した内容を修正
し加筆したものです。御指導とご助言をくださった方々に御礼を申し上げます。また、実験にご
協力くださった学習者の皆さまに御礼申し上げます。最後に、御指導下さいました浅川哲也先生
に深く感謝申し上げます。
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